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五感
ご か ん

を使
つか

って 三滝
み た き

の森
もり

たんけん 
ぼく、ミタッキーだよ。三滝

みたき

少 年
しょうねん

自然
しぜん

の家
いえ

には、い

ろいろな自然
しぜん

がいっぱい。自然
しぜん

の中
なか

の色
いろ

やにおい、鳴
な

き

声
ごえ

、森
もり

の中
なか

を吹
ふ

く風
かぜ

も、春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

の季節
きせつ

ごとにど

んどん変
か

わっていくよ。今回
こんかい

は、ぼくといっしょに５月
がつ

の

三滝
みたき

の森
もり

をたんけんしてみよう。たんけんするときには、見
み

たり、さわったり、

耳
みみ

をすませたり、それから、食
た

べて味
あじ

わうことはできないけれど、においをか

いだりと、いろいろな感覚
かんかく

（五感
ごかん

）を使
つか

い、確
たし

かめてみよう。子
こ

どものころ

に、いろいろな感覚
かんかく

を使
つか

うことは、脳
のう

を発達
はったつ

させ、ものを考
かんが

えたり、感
かん

じた

りする力
ちから

を大
おお

きく伸
の

ばすことができるんだよ。 

見
み

る    さわる    におう    聞
き

く    味
あじ

わう 

（１）咲
さ

いている花
はな

を見
み

てみよう。 

コツクバネウツギは、観察
かんさつ

広場
ひろば

の近
ちか

くに生
は

え

ていて、白
しろ

い花
はな

を咲
さ

かせるよ。その実
み

がお正月
しょうがつ

にする羽根
は ね

つきの羽根
は ね

（衝
つく

羽根
ば ね

）に似
に

ているの

でこの名前
なまえ

が付
つ

いたそうだよ。 

（２）木
き

の皮
かわ

をさわってみよう。 

幹
みき

の表面
ひょうめん

（樹皮
じゅひ

というよ）は、ガサガサだっ

たり、ツルツルだったり、木
き

によって違
ちが

うんだ

よ。木
き

の皮
かわ

がはげているリョウブは、冷
つめ

たく感
かん

じ

るよ。反対
はんたい

に、ネジキやオオバヤシャブシなど温
あたた

かく感
かん

じる木
き

もあるんだよ。 

（３）葉
は

っぱのにおいをかいでみよう。 

クスノキは、葉
は

をさわるとつるつるして気持
き も

ちがい

いよ。その葉
は

を少
すこ

しちぎってにおいをかいでみると、

スーッとして気持
き も

ちのよい香
かお

りがするよ。でも、虫
むし

は

このにおいがきらいなんだって。それは、タンスに入
い

れ

る防虫剤
ぼうちゅうざい

にも使
つか

われているからね。 

（４）鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

を聞
き

いてみよう。 

三滝
みたき

の森
もり

には、ぼくの仲間
なかま

のメジロをはじめ、多
おお

く

の鳥
とり

がいて、いろいろな鳴
な

き声が聞
き

こえてくるよ。 

ウグイス、ヤマガラは年中
ねんじゅう

見
み

ることができるけど、夏
なつ

になる

とキビタキやオオルリなどもやってきてるよ。森
もり

の中
なか

で、

耳
みみ

をすませると、さわやかな風
かぜ

が葉
は

っぱをゆらす音や、鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

も聞
き

こえてくるよ。 

三滝だより

草
くさ

もちのおいしそうな香
かお

り ヨモギ 

コツクバネウツギ 

リョウブ 

クスノキ 

ヤマガラ 

メジロ 



 

 

 

太
たい

陽光
ようこう

や電球
でんきゅう

の光
ひかり

を、プリズムという光
ひかり

の屈折
くっせつ

（折
お

れ曲
ま

がること）など

を起
お

こさせるのに使
つか

うガラスなどでできたものに通
とお

すと、いろいろな色
いろ

に分
わ

か

れます。光
ひかり

の波長
はちょう

（波
なみ

の長
なが

さ）のちがいで折
お

れ曲
ま

がる角度
かくど

が変
か

わり、むらさ

きは大
おお

きく曲
ま

がりやすく、赤
あか

はほかの色
いろ

よりもまっすぐ進
すす

みます。 

 

 

 

 

空気中
くうきちゅう

の水
すい

てきはプリズムと同
おな

じ

はたらきをするので、太
たい

陽光
ようこう

が水
すい

てき

の中
なか

を通
とお

ると、色
いろ

が分
わ

かれて虹
にじ

ができ

ることがあります。 

太
たい

陽光
ようこう

は水
すい

てきに入
はい

るときに１回
かい

屈折
くっせつ

し、そのあと水
すい

てきの中
なか

で反射
はんしゃ

（物
もの

に当
あた

ってはねかえること）して、

空気中
くうきちゅう

に出
で

るときに再
ふたた

び屈折
くっせつ

することで色
いろ

が分
わ

かれます。 

今年
ことし

の３月
がつ

に三滝
みたき

少年
しょうねん

自然
しぜん

の家
いえ

から、２重
じゅう

の虹
にじ

を見
み

ることができました。

はっきりと見
み

える内側
うちがわ

の虹
にじ

が「主
しゅ

虹
こう

」と呼
よ

ばれ、うっすらと見
み

える外側
そとがわ

の虹
にじ

が

「副虹
ふくこう

」と呼
よ

ばれます。光
ひかり

が強
つよ

いときに見
み

ることができます。 

 

 

 

 

主
しゅ

虹
こう

は光
ひかり

が水
すい

てきの上
うえ

から入
はい

って

下
した

から出
で

ていきますが、副虹
ふくこう

は光
ひかり

が下
した

から入
はい

って水
すい

てきの中
なか

で２回
かい

反射
はんしゃ

して

上
うえ

から出
で

ていきます。副虹
ふくこう

は主
しゅ

虹
こう

とは

色
いろ

の順番
じゅんばん

が反対
はんたい

になり、光
ひかり

が弱
よわ

くな

っています。見
み

ると幸
しあわ

せになれると言
い

われている珍
めずら

しい現象
げんしょう

です。 

光
ひかり

について言
い

えば、昼間
ひるま

の空
そら

が青
あお

く

見
み

えるのは、波長
はちょう

の短
みじか

い青
あお

い光
ひかり

だけが

大気中
たいきちゅう

で散
ち

らばるからです。そして、

朝焼
あさや

けや夕焼
ゆうや

けが赤
あか

く見
み

えるのは、青
あお

い

光
ひかり

は散
ち

らばって、波長
はちょう

の長
なが

い赤色
あかいろ

が遠
とお

くまで届
とど

くからです。とてもきれいです

よね。 
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三滝少年自然の家から望む
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